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調査概要
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アンケート 「新型コロナウイルス感染症対策に係る宿泊療養施設に関する調査」

調査目的

新型コロナウイルス感染症第５波（２０２１年６月～９月）時点における、
各都道府県の宿泊療養施設の実態及び宿泊療養施設に勤務していた
看護職の雇用（募集方法、雇用形態等）に関して実態を明らかにし、
今後の政策提言に資すること。

調査主体 日本医師会

調査手法 Googleフォームを使用したウェブ調査

対象 ４７都道府県医師会

実施時期 ２０２１年１２月２３日～２０２２年１月１４日（期間延長あり）

回答件数 ４６件（２０２２年２月２日時点）



医師は往診やオンライン

診療のみで対応した
23.9%

医師は24時間体制で常駐

していた
10.9%

日勤帯のみ医師を

配置した
6.5%

医師の配置はなかった
4.3%

その他(記述)

54.3%

（6）都道府県内の宿泊療養施設の入所者数が最も多かった月

に、宿泊療養施設における医師の配置は以下のどれでしたか

【1つ選択】 回答数46件

第５波における都道府県内の宿泊療養施設の医師の配置
に関して
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その他（記述）

施設内で医師による酸素投与や薬剤

投与などの治療を行っていた

医師による診察を行っていた

看護職による健康観察を行っていた

（7）都道府県内の宿泊療養施設の入所者数が最も多かった月

に、宿泊療養施設ではどのようなことを実施していましたか

【複数選択可】 回答数98件

第５波における都道府県内の宿泊療養施設で
実施していたことに関して
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適切に搬送

できた
60.9%

ほぼ適切に搬送できた

21.7%

あまり適切に搬送

できなかった
8.7%

分からない

4.3%
その他【記述】

4.3%

（8）都道府県内の宿泊療養施設の入所者数が最も多かった月

に、宿泊療養施設に滞在している陽性者の症状が重症化した

際、適切に医療機関へ搬送することができましたか

【1つ選択】 回答数46件

第５波における都道府県内の宿泊療養施設での重症化した
陽性者の搬送に関して
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第５波における都道府県内の宿泊療養施設に関する課題（一部）
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感染急拡大に伴う施設や人材
の確保

宿泊療養施設の開設や、医師や看護師の確保を、これまで以上
に迅速に行わなければいけなかったこと。同時期にワクチン
接種やオリンピック等による医師や看護職員の需要増加が
あったため、医療従事者の確保が困難であった。

看護職員のスキル

民間の職業紹介事業所から派遣された看護職員は経験や能力
に差があり、さらに看護職員の雇用の契約内容が様々である
ため、現場の医師はどこまで仕事を任せてよいか判断するのが
困難であった。

宿泊療養施設開設にあたる
関係者への説明

宿泊療養施設の開設にあたり、施設の近隣住民や施設関係者
から理解を得ることに時間がかかった。

看護職員の雇用管理

感染拡大に伴い、契約や給与の支払い等の事務的負担が増大
した。さらに、行政との予算交渉に時間を要したため、予算に
関しては、国からの明確な指示と使い勝手の良い建付けに
してもらわないと現場の負担が増える。


